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芹ヶ谷公園がいかにみんなにとって憩い、楽しみの空間になれるか。
芹ヶ谷公園において、いかに生き生きとした、人々の多様な活動や交流が生まれるか。

芹ヶ谷公園の再整備プロジェクトにおいては、芹ヶ谷公園の持つ価値をより輝かせる
将来のすがたを、多くの市民の方、そして芹ヶ谷公園や町田の未来に思いのある方と
一緒に考えていくためのプロセスを大事にしてきました。

公園の活用アイデアや意見を集めるイベントの開催、町田の未来を考える若者グルー
プや市内学校との連携、子育て世代の方々や近隣の方々、来園者へのアンケートなど、
多くの方から、本当にたくさんのアイデアやご意見をいただきました。

そして、市民の皆さんや公園利用者とともに、公園の将来を一緒に考え、活動し、
創造していくための取組みもスタートしました。

この『芹ヶ谷公園 "芸術の杜 " プロジェクト ＤＥＳＩＧＮ ＢＯＯＫ』は、芹ヶ谷公園
と（仮称）国際工芸美術館の一体的整備により実現する「パークミュージアム」の、
その具体的なすがた（整備計画）をお示しするものです。

町田の多様な文化芸術の活動や豊かな自然を体験しながら、学び楽しむことができる
体験型の公園として、町田ならではの価値やアイデンティティ、そして、市内の多様
な活動や主体との繋がりを大事にしながら、将来にわたり親しみ愛される公園を皆さ
まと一緒につくり、育ててまいります。
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§１
プロジェクトの背景と芹ヶ谷公園の現状



芹ヶ谷公園は町田駅から北東へ約 700m徒歩圏内の距離にある、市街地のシンボル的な公園です。芹ヶ谷公園は
恩田川へ注ぐ支流の浸食により形成された谷戸の一つで、谷戸地形がそのまま残されて現在に至っています。
人の往来が多く交通量の多い町田街道に近い場所にある一方で街の喧騒を感じない静かで落ち着いた空間を形成
しているのは、谷戸に立地した本公園の大きな特色です。
芹ヶ谷公園に隣接する斜面部や台地部は、住宅や学校が建ち並ぶ密度の高い住宅地となっています。市街地の海
の中に浮かぶ緑の島のように、樹林と湧水と一体となった緑と水の織り成す豊かな自然を生かした公園として、
散策などを中心に市民の憩いの場となっています。

芹ヶ谷公園とは

※町田市航空写真：2019年1月撮影
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芹ヶ谷公園の周辺では、「町田市中心市街地まちづくり計画」に掲げる１０のプロジェクトをはじめ、さまざまな
まちづくりに関するプロジェクトが進行しています。芹ヶ谷公園"芸術の杜"プロジェクトはそれら各種のプロジェ
クトと連携しながらまち全体の魅力、価値を高めるものです。
また、町田 3・4・11 号線（原町田大通り）の延伸や多摩都市モノレールの延伸などの大規模な事業も進行しており、
町田市中心市街地は、そのエリア全体のポテンシャルが向上する大きな環境変化の時を迎えています。

◆「魅せる」「楽しむ」「支える」まちの賑わいに寄与する
◆基本理念「くらしの中の知恵と美」の探求。ガラスと陶磁器を中心。
◆芹ヶ谷公園内(国際版画美術館の北側)に整備すること

2011年3月　町田市の博物館等の新たな在り方構想

2014年6月　(仮称)町田市立国際工芸美術館整備基本計画

◆"まちなかで 人と緑が 出会い ふれあう 芸術の杜"
◆重点施策である町田駅周辺のまちづくりにおいて、芹ヶ谷公園の魅力を一層向上させることで
　新たな賑わいを創出

2016年3月　芹ヶ谷公園再整備基本計画

◆"夢"かなうまちへ  10のプロジェクト「町田発アート・カルチャーを楽しむプロジェクト」
2016年7月　町田市中心市街地まちづくり計画

「周辺資源をみがきまちの魅力として活かすプロジェクト」

►これまでの経緯 -関連する計画等-
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子どもセンター
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町田市民文学館

快適で便利な
交通ターミナルをつくる

プロジェクト

個性と魅力ある
商店街づくり
プロジェクト
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原町田大通り
憩いと賑わいづくり
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中央図書館

シバヒロ・
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からのアプローチ

文学館通り
からのアプローチ

原町田大通り
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町田3・4・11号線の延伸
(~2026年)

多摩都市モノレールの
延伸ルート(予定)

多摩都市モノレール
新駅(構想)

►芹ヶ谷公園と周辺のまちづくりプロジェクトについて

芹ヶ谷"芸術の杜"構想

国際版画美術館

(仮称)国際工芸美術館(予定)
町田第二小学校

八幡平遺跡

2020年3月　芹ヶ谷公園"芸術の杜"プロジェクト　パークミュージアム　CONCEPT BOOK



プロジェクトの背景

　芹ヶ谷公園は、町田駅から徒歩10分程度で訪れることができる自然豊かな公園
であり、多くの市民の憩いの空間です。また、芹ヶ谷公園には、全国的にも珍しい
版画を専門とした国際版画美術館がある他 、自然あふれる空間に彫刻噴水・シー
ソー等の美術作品も点在しています。現在は、「町田さくらまつり」や「町田時代
祭り」「ゆうゆう版画美術館まつり」などのイベントに市内外から多くの来街者
が訪れ、多様な文化芸術を感じることができます。さらに、本町田にある町田市立
博物館の老朽化に伴い、芹ヶ谷公園内に(仮称)国際工芸美術館も整備されます。
　2016年3月に策定した「芹ヶ谷公園再整備基本計画」では 、再整備テーマを
「まちなかで人と緑が出会いふれあう芸術の杜」と定め 、魅力あるまちづくりの
一環として、芹ヶ谷公園の整備に取り組んでいるところです。

　全国的に高齢化や少子化が進み、多くの自治体が人口減少に直面しています。町
田市においても、既に生産年齢人口は減り始めており、今後の町田市の発展にとっ
て特に若年層・子育て世代に選ばれるということは非常に重要です。これからも町
田市が選ばれ、愛着を持って住み続けていただけるまちであるためには 、子育て世
代を支える制度や取組の充実だけに留まらず、さまざまな体験を通して子どもたち
が地域と共に学び、楽しみ、成長することができる豊かな環境を作りだすことが重
要だと考えています。
　また、多摩都市モノレールの延伸事業という町田市のポテンシャル向上につなが
る大きな変化も始まっています。そこで、この変化の機を捉え、町田駅周辺の貴重
な資源のひとつである「芹ヶ谷公園」のさらなる魅力向上を図ることで 、新たな賑
わいや交流、経済的な価値だけでは測れない潤いや豊かさを生み出し 、町田市全体
のブランド価値の向上を目指します。

►プロジェクトの背景

►芹ヶ谷公園"芸術の杜"

　施設の老朽化によって町田市立博物館は2019年6月に展示事業を終了しました 。そ
の収蔵品を引き継ぐ施設として、芹ヶ谷公園に新たに整備する(仮称)国際工芸美術館
は、博物館が所蔵している美術品のうち、国内でも秀でた貴重なコレクションとして
特に高い評価を受けている「ガラス」と「陶磁器」に絞った美術館とします 。
テーマを「ガラス」と「陶磁器」に絞ることにより 、全国的にも貴重な特徴ある美
術館となります。その一方で、新しい美術館は特定の層だけの関心や興味を満たすも
のではなく、親しみやすさや楽しさをキーワードに、多くの人に新たなアートとの出
会いやふれあいを提供する場とすべきだと考えています。

►(仮称)国際工芸美術館の整備
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　芹ヶ谷公園の第二期整備と(仮称)国際工芸美術館の整備にあたっては 、公園と美
術館をそれぞれ単体として捉えるのではなく 、「芸術の杜」という大きなテーマの
中で公園と美術館の一体的な整備を行うことで、公園という市民に開かれた身近
な空間が多様なアートに親しむ入り口となることを目指します。
　例えば、美術館での美術品の鑑賞に留まらず、芹ヶ谷公園の空間と一体となった
参加型のアートプログラムなどが公園の様々な場所で展開されるなど 、芹ヶ谷公園
の豊かな自然を感じながら多様なアート活動に五感を通じて触れられる体験を提
供することで"ここならでは”の価値の創出を目指します。

►公園と美術館の一体的な整備

　これらの新しい公園のあり方を考えるにあたっては 、多くの方々の意見を聞き町
田市としての考えや思いを丁寧に伝えていくことはもちろんですが 、同時に芹ヶ谷
公園の将来やあり方を自分事として捉え、一緒に考え、共に創造していく人たちを
増やしていくことが重要だと考えています。多様な立場や様々な視点からの声を取
り入れていくことで、より多くの人にとって魅力的な芹ヶ谷公園をつくりだすこと
を目指します。
　また、さらなる高齢化や少子化など、これまでと異なる社会状況においても、芹
ヶ谷公園が継続的に発展していくためには 、町田市と共働して事業推進していくこ
とができる先進性と実現性を持ったパートナーを見つけていくことも重要と考えま
す。それにあたっての事業形態の検討を進めるとともに 、民間事業者へのヒアリン
グなどにも取り組んでいきます。

►ひらかれたプロセスと持続可能性の実現にむけて
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芹ヶ谷公園"芸術の杜"のビジョン

►芹ヶ谷公園"芸術の杜"のビジョン

　芹ヶ谷公園は既に多くの市民に愛され親しまれている公園ですが 、まだまだその価値や可能
性をこれまで以上に大きく広げられる場所であり 、これからの町田市にとって重要な場所のひ
とつです。そこで文化芸術という視点から公園の魅力向上に取り組んでいくことで 、経済的な
活動だけでは出会うことのない新たな出会いや交流を生み出し 、文化芸術の持つ多様な活動を
受け止められる懐の深さや町田の人々の暮らしや営みの中にある豊かさを体現できる"ここなら
では"の場所としていきます。そのために、多くの方々と共に今ある資源を磨き活かしながら文
化芸術に対する機運を高めていくことで、"芸術の杜"としての芹ヶ谷公園の価値や意義を高め
ていくこができると考えています。
　緑あふれる公園に、アートという多様かつ魅力的な人々をつなぐ力のある要素が加わること
で、これまで以上に芹ヶ谷公園という場が、新たな町田のイメージのひとつをつくるような魅
力ある場所となることを目指します。

地域の人にとっての憩いの公園であり、市内外から多くの人が訪れる
町田市の顔のひとつとなるような"わざわざ訪れたくなる"、"何度でも訪れたくなる"
多彩な魅力に溢れている、町田を訪れる目的となりえる場。

町田らしい多様なアート・カルチャーを体現する魅力的な企画やイベントが、
緑あふれる公園の空間や公園内施設、まちなかと一体となって展開されている。

　(仮称)国際工芸美術館や国際版画美術館をはじめとする公園内の施設も含めて公園全体が芸
術体験のフィールドとなり、市民の活動の拠点となっていくことを目指します。そのために地域
性豊かでかつ多様性に富んだ文化プログラムを、市民の方をはじめとした多様な主体と共に展
開していきます。この公園全体で展開される様々な体験やプログラムがまちなかへと繋がって
いくことで、中心市街地全体に新しい出会いや交流を創出していきます。
　また、中心市街地のまちづくりという視点から市民文学館や市立中央図書館 、シバヒロ、商
店街や駅前大型店舗などのまちなかの施設との連携を図ることはもちろん 、例えば公園を含め
た中心市街地全体をエリアとした参加型・回遊型のイベントなどを通じた 、駅前から芹ヶ谷公
園まで歩きたくなるようなまちづくり、空間づくりに取り組みます。
　まちなかと公園が一体となり賑わいを創出していくことで 、より多くの来街者が訪れるまち
づくりを進めていきたいと考えています。
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行政だけでなく多様な主体の参画による高付加価値化、広がりが生まれている。

　公園という場所は多様な活動のプラットフォームとなりえる空間です 。そこで、芹ヶ谷公園
という公共空間における新しい空間づくり、仕組みづくり、そして中心市街地のまちづくりを
進める上で、"子どもと体験"という視点や、"新たな価値や賑わいを生み町田市の魅力を市内外
に発信する"という視点、さらに"芹ヶ谷公園と中心市街地とのつながり"という視点など 、広く
多角的な視点を持ちながら芹ヶ谷公園の魅力を向上させていくことを検討していきます 。
　また、多様な主体、多様な方々が活躍できる場という共生社会の実現という視点 、より多く
の方に芹ヶ谷公園に訪れていただき楽しんでいただくという視点から 、民間との連携を念頭に
芹ヶ谷公園の魅力発信や多様なコンテンツの導入や魅力あるプログラムの企画 、そして公園そ
のものをはじめ、(仮称)国際工芸美術館やその他各施設の運営・維持管理等も含めて 、芹ヶ谷
公園全体のサービスの質を向上させるようなマネジメントのあり方についても検討を進めてい
きます。
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▶国際版画美術館周辺

国際版画美術館

2

3

4

5

6

芹ヶ谷公園の現況
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駐車場

1

②せせらぎ周辺
水が流れる”せせらぎ”の周囲には、夏場になると
多くの子どもたちが集まります。老朽化した舗装
の修繕や憩いのための設備を整備することで、よ
り快適な水辺空間が生まれると考えられます。

①町田荘跡地
樹木に囲われ広々とした平地で公園の賑わいから
も隔離されており、新しい公園活用の取り組みを
行うことができるポテンシャルがあります。一方
で、出入口の整備や国際版画美術館との繋がりな
ど一体的な活用においては課題があります。

④もみじ園
窪地で独特の囲われ感があり、水と緑にも恵まれ
た環境ですが、現在は成長した樹木で鬱蒼として
おり、高低差などもありアクセスもしづらい状況
となっています。

③国際版画美術館
芹ヶ谷公園の顔とも言える国際版画美術館。市民
に愛されていますが、開館から30年以上が経ち施
設の経年劣化なども見られます。

⑤中央口へのアプローチ
町田駅方面からの重要な動線のひとつで、シンボ
ルとなる彫刻もあります。しかしサインの不足等
もあり園路がわかりづらく、初めて訪れる人にと
っては分かりづらい空間となっています。

⑥彫刻噴水・シーソーへのアプローチ
国際版画美術館から彫刻噴水・シーソーへ向かう
アプローチは芹ヶ谷公園の”ヘソ”として多くの人
が通る場所ですが、高低差があるため階段があり
通路幅も狭まるため、視認性が低く公園の一体感
が薄くなってしまっています。
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▶多目的広場～グラウンド
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芹ヶ谷公園の現況



⑨多目的広場
スポーツをしたり様々なイベントで利用され、春
は桜の名所としても賑わいます。周囲からの視認
性やアクセスを向上させることで、よりこの場の
ポテンシャルが発揮されると考えられます。

⑧彫刻噴水・シーソー
芹ヶ谷公園のシンボルである彫刻噴水・シーソー
は、特に夏場に多くの家族連れが訪れ水遊びを楽
しむ人気スポットです。この場所をより楽しむた
めのしつらえが求められています。

⑦第１期整備区域
芹ヶ谷公園再整備の第１期整備区域として、
芹ヶ谷公園グラウンドと芝生広場が2020年春にオ
ープンしました。今後、芹ヶ谷公園の他エリアと
の回遊性や一体感の形成が必要となってきます。

⑪せりがや冒険遊び場
せりがや冒険遊び場は子ども達の人気スポットで
す。周囲の動線計画の再構築や回遊性を高めてい
くことで、魅力をさらに高めていくことができる
と考えられます。

⑫アーチの泉周辺
芹ヶ谷公園内を道路をまたいでつなぐトンネルの
出入り口であり、また道路から公園への重要な出
入口の1つでもある場所です。しかし現状では道
路から公園の内部の様子が見えづらく、入り口自
体も分かりづらい状況です。

⑩多目的広場横の２つの谷
多目的広場に寄り添う２つの大きな谷は、現在特
に利用されている場所ではありませんが、豊かな
自然や独特の地形を楽しめる活動の場となるよう
なポテンシャルを持っています。

12
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▶冒険広場～カキツバタ園

⑭大池と湧き水周辺
湧き水は公園の大きな魅力ですが、現在湧き水を
眺めながら散歩ができるような歩道等の回遊動線
の整備が十分ではありません。湧き水という資源
を活かしたこの場のポテンシャルが発揮されるよ
うな整備が必要です。

⑬冒険広場
様々な遊具のある冒険広場は、子ども達に人気の
場所ですが、老朽化によって一部修繕が必要な遊
具もあります。また、名称もせりがや冒険遊び場
と混同しやすく認知されていないのが課題です。

⑮周辺の町からの出
特にこの空間一帯には小さ
々な場所からアプローチで
しかしいずれも場所がわか
一感のある設えもないため
用する人にしか認知されて

13
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⑯あずまや
特に湧き水の周囲を中心として園内にはいくつか
の”あずまや”があるのも特徴となっています。し
かしいずれも老朽化しており、屋根下空間の構成
として利用人数や利用形態が限られてしまってお
り使い勝手が良いとはいえないのが現状です。

⑰小田急線 線路沿い
電車の鑑賞スポットとして子どもたちにも人気の
スポットです。現状は大きな芹ヶ谷公園の看板が
立ち、電車に見せる事に特化していますが、公園
と電車との双方の見え方を考えることで場所のポ
テンシャルを活かすことができます。

出入り口
な入口が多くあり、様

できる特徴があります。
かりづらく、サインや統
め日常的に出入り口を利
ていないのが課題です。
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芹ヶ谷公園の価値と資源

芹ヶ谷公園には、ここならではの価値と資源が存在します。
この価値を最大化させるような空間づくりがこれから進める整備の重要なポイントになります 。

地形

芹ヶ谷公園は恩田川へ注ぐ支流の浸食により
形成された谷戸地形がそのまま残された公園
です。谷底の空間は台地面より約20m低く、
斜面を覆う緑によって公園の内部からは住宅
マンション、学校などの周辺建築物が見えな
い状態がつくられ、良好な状態で内部の景観
を保っています。

多摩丘陵の谷戸地形を有する芹ヶ谷公園内で
は斜面地にコナラークヌギ群集、ムクノキー
ミズキ群落からなる落葉広葉樹林やシラカシ
群集の常緑樹林などが分布しています。水路
や湧水では湿生の植物も見られ、多様な植生
が広がり、豊かな環境の中に様々な鳥類や昆
虫類をはじめとした動物も生息するなど、中
心市街地周辺にいながら身近に自然を感じる
ことができます。

芹ヶ谷公園は豊かな自然を活かした公園とし
て、散策などを中心に市民の憩いの場となっ
ています。国際版画美術館をはじめとし、園
内には芸術作品が展示され、アートを楽しめ
る場としても市民に親しまれています。
園内の多目的広場では年間を通じてイベント
が開催され、市内外から多くの来園者が訪れ
るなど賑わいある空間が形成されています。

自然

憩い
と

賑わい
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・他の公園では見られない、芹ヶ谷公園ならではの地形の価値

・谷戸地形がつくる独特の囲われ感

・町田駅から徒歩圏内でありながら、喧騒を感じさせない空間

谷戸地形が残る場所であること

・谷戸地形ならではの自然の風景

・斜面地に広がる緑のレイヤー

・園内各所で湧き出る湧水

谷がつくる緑や水の風景

・国際版画美術館や彫刻噴水、芸術作品など、
　谷底の空間に集まっている芸術要素

・既に多くの人々の活動の場として機能し 、
　賑わいを生み出している広場空間

・散策などが楽しめる憩い空間

谷底が人の集まる場となっていること
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§２
芹ヶ谷公園"芸術の杜"のコンセプト



芹ヶ谷公園"芸術の杜"のコンセプト

芹ヶ谷公園と（仮称）国際工芸美術館を一体的に整備するに当たり、"芸術の杜"のコンセプトを「パークミ

ュージアム」と名付けました。公園の価値と資源を活かし、まちなかの賑わいと連携させていくことで、町

田らしい多様なアート・カルチャーを体現する場となることを目指しています。

パークミュージアムは通常の博物館や美術館のように展示されているものを鑑賞するだけでなく、町田の多

様な文化芸術の活動や公園の豊かな自然を体験しながら学び楽しむことができる新しい体験型の公園です。

公園内の様々な場所に配置される「ステージ」は、それぞれの空間にあわせた特徴や機能を持っています。

ステージで展開される活動は多様です。アーティストなどによる芸術活動はもちろん、遊びや憩い、スポー

ツや交流などもパークミュージアムにおける大切な文化的活動であり、公園に関わる誰もが主体的に関わる

ことができます。

パークミュージアムはまさに多彩な町田の文化の集積であると同時に新しい文化が創造されていく場として

誰にとってもいつでも新しい発見ができる場所です。

パークミュージアム
 町田の自然と文化に出会える
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►プロジェクト全体ダイアグラム

ステージ
【活動と体験の拠点】

市民/公園
利用者

町田市内の
アーティスト

市外からの
来園者

活動の中心ゾーン

「谷のロビー」

パークミュージアム
【芹ヶ谷公園での文化芸術体験のプログラム/ 町田の自然と文化に出会えるミュージアム】

（芹ヶ谷公園"芸術の杜"）
芹ヶ谷公園の再整備のテーマ

Made in Serigaya
市民参加型の公園活用プロジェクト

誰でもパークミュージアムでの活動に
主体的に参加することができます。

音楽／演劇／古着・雑貨
／クラフト／映画／食

／ストリートアート／ダンス...etc

まちなかや市内のアート
カルチャーコンテンツ

せりがや冒険
遊び場エリア

Made in Serigayaは
公園の外にも活動を
展開していきます

まちの様々な文化芸術資源を
ステージを通じて

公園全体で展開します

...etc

湧水と憩いのゾーン

「谷の回廊」

美術エリア

国際版画
美術館

(仮称)国際
工芸美術館

アート
ステージ

タイケン
ステージ

さわやかみどり
エリア
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芹ヶ谷公園全体をフィールドとして様々な活動が展開されていく芹ヶ谷公園の将来像のイメージです。
芹ヶ谷公園の整備や公園を積極的に活用していくための取り組みを通じて、このような風景が芹ヶ谷
公園やまちなかに生まれていくことを目指します。   

桜並木の下で
手作りマルシェ
を開催！

自然いっぱいの
公園の中に
美術館がある！

自然いっぱいの
公園の中に
美術館がある！

四季の緑を
眺めながら
美術館へ
行こう

四季の緑を
眺めながら
美術館へ
行こう

いろいろな
創作活動を
体験したい！

みんなで
植物や花を
育ててみよう

せりぼうで
色んな冒険が
したい！

大人数での
パフォーマンスや
ワークショップが
開催されて
いるよ！

グラウンドで
スポーツを
思いっきり
楽しもう

緑を感じながら
コーヒーブレイク

森の中の
ステージで行われる
音楽会は雰囲気が
あって素敵！

青空の下で
創作ワーク
ショップ
をしたいな

見通しの良い
広場では彫刻噴水を
眺めながら休憩
してみたいね

天気が良い日は
さくらを見ながら
みんなで
ピクニック

文学館で文学を
楽しんだら美術館
にも寄ってアート＆
カルチャーを
体感したい！

町田市民文学館

文学館通り

町田市立国際版画美術館

(仮称 ) 国際工芸美術館

多目的グラウンド

ひだまり荘

せりがや冒険遊び場

パークミュージアムのイメージビジュアル
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湧き水って
触るととっても
冷たいね！

自然の中で
感じられるアート
っていいね！

駅前ショッ
ピングの後は
公園に行って
みようかな

森の中って
とても落ち着くし
寛げるね

カンバンの前
で記念撮影！
新しい遊具も
楽しいな

散歩や
自然体験を
楽しんで
みたいな

町田シバヒロの
イベントにも
よりみちして
みようかな

新しい
遊具広場が

とっても楽しそう！
歩いて行って
みよう

JR 町田駅

原町田大通り

小田急線町田駅

町田シバヒロ

小田急線

※イラストは、これまでに集まった様々なアイデアをもとに芹ヶ谷公園が活用されている様子のイメージです
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この公園活用アイデア集は面白がる会等のワークショップ等で出たアイデアをまとめたものです。近年、公園等の公共
空間の活用を取り巻く環境は変化しており、都市公園法の改正による規制緩和など、都市公園を一層柔軟に使いこなす
視点が重視されてきています。　芹ヶ谷公園の再整備においても、これまでのルールや固定観念にとらわれず、素直な
気持ちでだれもが本当に楽しめる公園の使い方を考えてみることが重要だと考えます。まずは、多様な人の柔軟な発想
による「こういうことがしたい」「こういう空間が欲しい」というアイデアをより多くの人と共有することで、多くの
人に愛され本当に使われる公園の将来像を探っていきます。

【idea】グランピング(自然を楽しむ、夜のお楽しみ)／テント(ティピ)
ライトアップ(夜の公園活用)／泊まれるところ、キャンプ／たき火／キャ
ンプファイヤー／バーベキューや花火／星、月、自然を夜楽しむ公園体験
(大人が本気で遊ぶ)／雑草おじさん(食べられるものを見極めてくれる)

アウトドアを楽しみたい
02No. 自然体験

パークミュージアムにおける公園活用アイデア

【idea】ツリーハウス団地／木のぼりの森／木のオーナーになる／でっか
い穴をほる（井戸もアリ！！土器を見つけるのもアリ！！）／駅から近
いところでサバイバル体験、火をおこす、食料を採る、テントをはるなど
／水遊び／自然見学会／屋外子育て広場

自然をもっと積極的に楽しみたい
01No. 自然体験

芹ヶ谷公園で〇〇を楽しみたい！

自然体験
食

芸術

遊び 快適 その他
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【idea】パフォーマンスができる場所がほしい／自由に使えるピアノ、50
0円で誰でも弾ける、投げ銭welcome！／美術館ホールで踊ったり／野外
ステージ／歌える踊れるステージ／少人数規模で日によって異なる様々
なジャンルの音楽のコンサートを定期的に開催したい

ライブやパフォーマンスをしたい
04No. 芸術

【idea】ほたる、カブトムシ、ザリガニなどの生息場所がわかる自然マッ
プがあるといい／カブトムシのキャッチ＆リリース／釣り堀があったらい
い／ドッグラン／犬と一緒に遊べる場所を設定(ドッグランに限らず、お互
いの配慮で気持ちよく！)／バードウォッチング

動物や生き物とふれあいたい
03No. 自然体験

【idea】公園でうまれたアートを展示する美術館／市民が作ったものを展
示する美術館／自分が自分らしくいられる美術館がほしい！子育てにもい
い◎／市民による企画展、個展／展示場、アート展示会／芹ヶ谷公園の
施設内でワークショップで作られた市民・子どもたちの作品を展示

展示や発表をしたい
06No. 芸術

【idea】芹ヶ谷公園の土で陶芸をできたらよい／自由に絵をかける／秘
密基地（大人版）を作って童心に帰れる／公園発→駅へ気球をつくって飛
ばしたい／「木」を使った体験講座。木の枝、おもちゃ、炭づくり、木
工／家をつくる（災害時に備えて、サバイバル技術をみにつけよう！！）

創作活動したい
05No. 芸術

【idea】雪を集める公園／雨の日限定でウォータースライダー／雨の後で
もすぐ座れる水はけのいいベンチ／雨の日、夏の日差しのきつい日にも
行きやすいように屋根があるといい／全天候対応の広場(雨だからこそ行
ける場所)／泥んこになって遊びたい(大人も！！)／ドロにまみれたい！

雨や雪でも楽しみたい
08No. 遊び

【idea】公園お化け屋敷（肝だめし presented by 子どもたちとシニア）
／白い壁があると映画をみたり壁打ちしたり、裏には落書きもできる
／芹ヶ谷ソラ公園、ドローン、タコあげ、ブーメラン、花火
／大規模実験（コーラパーク）

ここでしかできない、特別な遊びをしたい
07No. 遊び
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パークミュージアムにおける公園活用アイデア

【idea】巨大ソファでリラックス公園／公園全体にやわらかいふかふかし
たものを敷く／本をよむ(公園の好きな所で！！みんなで静かに)／夏は暑
いので公園のベンチに屋根(ソーラーパネルとか)があるとよい！／”お昼
寝ハンモック”おひとり様ですごせる場所

気持ちよくくつろぎたい
10No. 快適

【idea】みんなで作るコミュニティカフェ／寺子屋カフェ／芹ヶ谷でコー
ヒーのみたい。カフェ／四季毎にマルシェなど／芹ヶ谷でお茶を育てて、
つんで煎って、飲む、芹ヶ谷公園オリジナル茶／キッチン(BBQ以外)／
いろり(みんなでご飯を食べる)／お酒をつくる(芹ヶ谷ビール)

食を楽しみたい
09No. 食

【idea】子どもだけで遊べるエリアをつくる／誰でも使えるよりどころ 　
を作る／明るいイメージ作り、看板など、敷地内巡回するバス／芹ヶ谷公
園お母さんDay／見まもりシェア(みんなで子どもをみまもる)／パウダー
ルームとして使える／インクルーシブ公園

もっと気軽に安心して利用したい
12No. 快適

【idea】Wi-Fiとベンチで充電／聞きたいときに聴けるFMラジオ局(公園
専用)／自然の管理と整備。湧き水と緑の整備≒資源として活用　ex防災
用／災害(多い！)時のテント生活を想定し、公園でキャンプやたきだし体
験を定期的にやるとよい。(テントも貸してくれると良い)

電源やインフラを充実して
利便性や防災性を高めたい

11No. 快適

【idea】お母さんたちが日替わりで個性を生かして出店できるようなシェ
アカフェができるといい！／この公園を通して雇用を生めたらいい！町田
のお母さんは町田ではたらきたい！／芹ヶ谷コワーキング「仕事ができ
る公園」都心にでなくても働ける／美術関係のワークスペース

気持ちよく仕事をしたい
14No. 働く

【idea】外国の子どもと地元の虫とり少年と交流ができたら良い／おじい
さんおばあさんの超オシャレな社交場／哲学カフェ、老若男女のコミュニ
ティ／彼女と座れるベンチ。オシャレにデートに最適！／オシャレなテラ
ス付レストラン／レンタルスペース／シェアキッチン／シェアカフェ

色々な人と交流したい
13No. 交流
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【idea】町田の店だけのフードフェス／いやしをテーマにしたヨガや音楽
のフェス／仲見世のお店が芹ヶ谷に集合／とりあえず芹ヶ谷へ、毎日なに
かやっている／大型スクリーンでゼルビアのPV／町田市学校集めてスク
ールフェス／お泊まり美術館／子どもたちによる子どもたちのイベント

色々なイベントがしたい
16No. イベント

【idea】公園学校(壁はいらない、囲まれていない開放感)／子どもたちに
やってはいけないことを教えられる、そして”できる”公園に／本を持ちよ
って青空図書館(利用者が管理)／学校連携による芹ヶ谷教室、芹ヶ谷を教
材に！、／”面白い”大人公園、大人が子供に教えられる場所

新しい学びを得たい
15No. 学ぶ

【idea】農家の畑か直売所(生産→食べるとこまでぜんぶできる)／みんな
の菜園公園／段々畑があるとよい／農園／森と水があるので、農家とか
と連携して「菜園」とかあると良い(ワサビとか)、その野菜を月に１回子
どもと一緒に売り出したり食べたり／花、自然／農を体験できる公園

植物を育てたい
18No. 菜園／農園／ガーデニング

【idea】泥んこスポーツ(鬼ごっこなど)／サバイバル公園(陣取り合戦 、
サバゲー)／毎日運動会／サウナと水(サウナで温まったら、噴水へ直行！
！)／何も持ってなくてもスポーツができる／様々なスポーツ体験。スポ
ーツも文化芸術！／ヨガ／散歩

スポーツなどで体を動かしたい、健康になりたい
17No. スポーツ／健康

【idea】公園をキレイにするたびにポイントがたまる「公園サポーターポ
イント」があったら良い／制限をしない場の提供／財源確保のために市
民や民間企業から募る、クラウドファンディング／自分たちでルールを決
めてできる公園

公園で楽しむ仕組みをみんなで考えたい
20No. 仕組みづくり

【idea】迷路的魅力（入り口のわかりづらさ）を逆手に取る、町から公
園までも楽しむ、色々なところからアプローチする／公園に行くまでの空
いている施設を使って通りを活性化！／交通の便、ミニバス、周辺住民
や大学等を視野に入れる／レンタサイクル・バス（企業間コラボ）

公園に行くまでを楽しみたい
19No. 移動／まち
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パークミュージアムの実現にむけて、様々な "公園で〇〇したい "という声を集め、実際に様々な公園活用の取り組み
をおこなっていくための市民参加型プラットフォームが「Made in Serigaya( メイドイン芹ヶ谷 )」です。ここから生ま
れたアイデアやプロジェクトは、パークミュージアムの取り組みとして芹ヶ谷公園の新たな魅力となっていくことを目
指します。芹ヶ谷公園から市民が主体となって町田の文化や自然の魅力を発信し、さらに芹ヶ谷公園から新しい文化を
生み出していこうという思いから「Made in Serigaya」と名付けました。
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市民参加型の公園活用プロジェクト「Made in Serigaya」について

►市民参加型の公園活用プロジェクト「Made in Serigaya」

芹ヶ谷公園から生まれていく新しい活動が世界に羽ばたいていく象徴 、そして公園や自由を想起させるモチーフと
して鳥をシンボルマークにしました。芹ヶ谷公園の特徴である豊かな木々の「緑」と湧き水の「水色」をテーマ
カラーとしています。また単純な形の組み合わせによるデザインは老若男女誰もが親しみやすく 、かつ積み木のよ
うなイメージで市民が自らの手で文化をつくりあげていくDIY精神を象徴しています 。半円が斜めにずれて重なる
図形はSerigayaのSの隠れ文字にもなっています。

Made in Serigaya

※シンボルマークについて

►Made in Serigayaの役割と機能について

芹ヶ谷公園 まちなか

連携／発信展開

公園の新しい活用方法を
試してみたい！

公園活用実験機能

パークミュージアムを
みんなで盛り上げたい！

コミュニティ交流機能



芹ヶ谷公園を活用していくための開かれたコミュニティとして、多様な人々が交流しながら定期的に作戦会議を開催
したり公園活用実験の企画を生み出していくためのプラットフォームとなります。芹ヶ谷公園をもっと良くしていき
たいという想いがあれば誰もが参加でき、行政も一体になりながら、芹ヶ谷公園がより誰もが使いやすくやってみた
いことを実現できる場となるように、様々な取り組みにチャレンジしていきます。

パークミュージアムの実現に向けて様々な芹ヶ谷公園の活用実証実験を展開していきます。また、町田の多様な文化
芸術や公園の豊かな自然を学び楽しむことができる体験型の活動を、実際にみんなで持ち寄ったり一緒に企画したり
しながら、芹ヶ谷公園で実践してみる公園活用イベントなども企画実施していくことで、パークミュージアムだから
こそ実現できる町田らしい様々な取り組みが一同に集まる特別な場を生み出していくことも目指します。そして、そ
れらの取り組みを通じてパークミュージアムのコンセプトの共有やメイドイン芹ヶ谷の活動紹介などの情報発信も
担っていきます。

コミュニティ形成と公園活用アイデアの抽出

28

公園活用実証実験やイベントの企画実施

►Made in Serigayaの主な活動について



第１回で抽出した課題と番外編で生まれたアイデアをヒ
ントにしながら、芹ヶ谷公園の新たな使い方をみんなで
考えました。

2019 11/4

2019 8/24 スタートアップミーティング

芹ヶ谷公園“芸術の杜”プ
ロジェクトの検討をはじ
めるにあたって、プロジ
ェクトの趣旨や目指すべ
き方向性について、そし
てこれからの進め方な
どを市民の皆様に説明す
る会として、スタートア
ップミーティングを開催
しました。

課題解決型アイデア出しイベント「面白がる会」を開催
しました。第１回は芹ヶ谷公園の現状の課題をディスカ
ッションしました。

町田を面白がる会
芹ヶ谷公園の新たな使い方を考える編

2019 9/29 町田を面白がる会
 芹ヶ谷公園の未来を考える編

10月には番外編として、町田市民ではない人々にも知恵
を借りようと場所を変えて東京の茅場町にて面白がる会
を開催しました。

2019 10/10 公園の未来を面白がる会

芹ヶ谷公園活用実験の具体的な取組みのひとつである『パークミュージアムラボ』 。そのプレイベントとして、これま
で集めた「公園で〇〇したい」というアイデアの中から「たき火」「食を楽しむ」を実証実験として組み込んだ「フ
ァイヤーミーティング」と、桜美林大学と連携した光を使ったインスタレーションを実施しました 。

2020 1/26 パークミュージアムラボ#0
ファイヤーミーティング／まだ見たことのない光・幻想公園
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市民参加型の公園活用プロジェクト「Made in Serigaya」について



オンラインでのパークミュージアムラボの第２弾として、
親子にとっての公園のある豊かな暮らしをテーマに座談会
を開催しました。

2020 6/19 パークミュージアムラボ#2
親子にとっての公園のある豊かな暮らしとは？2020 5月~ Made in Serigaya アジト

どんな公園の使い方ができるかを考えるオンラインミーテ
ィングを重ね、まずは自分たちで芹ヶ谷公園を実際に楽し
んでみようと「小さな公園活用実験」を実施しました 。

パークミュージアムラボ#1
"〇〇したい"を叶える公園の使い方

パークミュージアムラボ特別編
うちで考えるこれからの公園2020 2/22

集まれなくても公園の未来を考えるオンラインイベント
を、南池袋公園の運営に携わる青木純さんをゲストに開
催しました。

2020 4/28
記念すべきパークミュージアムラボの第１回は、「プレ
イスメイキング」著者の園田聡さんをゲストにおむかえ
して開催しました。

2020 11/14,15 Future Park Lab　芹ヶ谷公園の将来の姿を想像する

将来の芹ヶ谷公園の風景を実現する取組として、ライブペインティング、公園宿泊、ライトアップ、アート展示などを
行いました。

30

アートのある公園が創る新たな未来を発見するトークセッ
ションを実施し、「公園を舞台としたアートの可能性」に
ついて様々な角度から語り合いました。

2020 8/7
パークミュージアムラボ#3
公園を舞台としたアートの可能性

~アートのある公園が創る新たな未来~





§３
パークミュージアム全体の整備方針



小
田
急
線
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階

谷の回廊：湧き水と憩いのゾーン
「緑／水と人の距離を近づける仕掛けづくり、
緑の中にある居心地の良いくつろぎの空間づくり」

・地域にとって大切な自然資源を守る場所を残しつつ、人が自然と触れ
合えるような空間の整備

・既存のあずまやをもっと居心地良く、くつろぎやすい滞留ポイントと
して改修

・小田急線から公園の楽しさが見える遊具広場の整備やサイン看板の設置
・まちからのアクセス向上のためのデッキスロープ整備

大池の風景を望む
「オオイケステージ」

水の流れを聴きながら寛ぐ
「スイケイステージ」

電車の走る風景を楽しむ
「カンバンステージ」

(遊具広場)

地形を生かした森の劇場
「ゲキジョウステージ」

芝生広場

大型すべり台

エントランス

エントランス

大池

カキツバタ園
じゃぶじゃぶ池

遊具広場

都市計画道路
3・4・11号

至　原町田大通り

至　町田

デッキ
スロー

プ

至　新宿

見通しの良い主要動線 段差の無いバリアフリー動線
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見通しの

ステージ」
広場)

線 段差の無

第一期整備エリア 第二期整備エリア

第１期整備区域
(整備済み)

「谷のロビー」と「谷の回廊」を中心に、
公園全体をパークミュージアムの
活動フィールドとして一体的に活用します。

芹ヶ谷公園のゾーニング
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階段

デッキスロープ

音楽や演劇など
表現の場となるステージ
「シアターステージ」

新たなくつろげる空間
「タニステージ」

森の中に佇む
安らぎの空間

「モリステージ」

子ども達に人気の彫刻噴水と
木陰の見守り空間

「フンスイ&コカゲステージ」

桜の下でお茶をしたり
おしゃべりしたり…

「エンガワステージ」 デ
ッ
キ
ス
ロ
ー
プ

水の流れに寄り添う
安らぎの空間

「セセラギステージ」

美術館前は創作が楽しめる
屋外の工房へ

「アトリエステージ」

足を伸ばして
のんびりできる芝生の広場
「シバフステージ」

美術館入口では
緑がお出迎え

「ガーデンステージ」

鑑賞だけではない
新たな美術体験の場へ

「タイケンステージ」

せりがや冒険遊び場

駐車場駐車場予定地

駐車場

芹ヶ谷公園グラウンド

多目的広場

エントランス

エントランス

エントランス

彫刻噴水

もみじ園

町田市立
町田第二小学校

国際版画美術館
(仮称)国際工芸美術館

彫刻噴水へ繋がる
象徴的な階段広場

「ダンダンステージ」

谷のロビー：活動の中心ゾーン

「アクティビティやくつろぎ、一体感のある広場・空間の創出」

・美術館と連続した様々な文化活動ができる賑わいの場の空間整備
・水路のある広場から多目的広場へ一体の空間として繋げていくステー
ジの設置
・（仮称）国際工芸美術館やデッキスロープからの眺めを意識したもみ
じ園の改修
・原町田大通り・文学館通りからのアクセス向上ためのバリアフリーに
対応したデッキスロープの整備



ステージとはパークミュージアムにおける文化芸術と自然の体験型プログラムの拠点となる場所です。
公園内の様々な場所にそれぞれの空間にあわせた特徴や機能を持ったステージを配置します。ステージを拠点
にあらゆる活動が展開されることで公園に訪れた人々は町田の多様な文化芸術や公園の豊かな自然を体験する
ことができます。また、ステージで展開される活動は多岐にわたり、アーティストなどによる創造的な文化芸
術活動はもちろん、遊びや憩い、スポーツや交流などもパークミュージアムにおける大切な文化的活動です。

ステージについて

ステージ

►ステージとは？

様々な活動

例えば：音楽

例えば：アート

例えば：遊び

場所や機能、活用方法などに応じて
様々なかたちのステージがうまれていきます

舞台のように使える
デッキだったり...

小屋や建物だったり... アート作品
そのものだったり... 動くものだったり...

憩いのスペースだったり...

様々な文化芸術と自然の体験型の活動が展開されます

様々なかたち

例えば：自然体験

例えば：ストリート
カルチャー
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►ステージの活用イメージ（2020年11月14,15日 Future Park Lab 2020公園活用実証実験より）

36

[例えば]
特別なくるまに自由に
お絵かきする

民間事業者の地域貢献プログラムに
より、自由のお絵かきできるクルマ
を設置。真っ白なボディを大きなキ
ャンパスにしていつもとは違う特別
なお絵かき体験の場になりました。

[例えば]
公園の多様なシーンで
音楽ライブをする

芹ヶ谷公園の色々な舞台にして町田
ゆかりのアーティストによる青空コ
ンサートを開催。
その一つ、噴水彫刻の前では、豊か
な楽器の音色に、噴水の水しぶきの
音ときらめきが更なる演出を加えて
いました。

×

[例えば]
広場での青空図書館や
お話会を開催する

いつもの広場が図書館やお話会のス
テージに。
親子で紙芝居を楽しむ姿も。公園で
お気に入りの本に出合える場になり
ました。

[例えば]
芹ヶ谷の豊かな自然の中に
アート展示をする

秋深まる公園の自然の豊かな色彩の
中で、クラフト工房LaMano（福祉作
業の一環として、障がいのある方の
表現やアート活動を行う）と、博物
館の作品の紹介展示を楽しんで頂き
ました。

×

×

×

×

×



至　新宿

至　町田

小
田
急
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公園空間のあり方について

谷と水と人をつなぐ空間を創出します。
芹ヶ谷公園の最大の特徴でもある「谷地形」。この環境がもたらす自然とともに人々の活動が生まれる場の創出を公園整備で

は目指していきます。

谷ならではの湧き水や、子ども達に大人気の彫刻噴水など芹が谷公園には、水を活用した既存の水施設がいくつも存在します。

それらを生かし、水の流れに沿うように谷のロビーや谷の回廊を整備することで、水の流れを辿ると園内を一周できるよう

な空間となり園内全体を楽しんでいただけます。またそれは、谷という自然環境を感じてもらえるような計画でもあります。

そして、水に寄り添うロビー／回廊にステージが付随することによって、ここの環境でしか体験できない多様な人々の活動

が生まれます。

ステージ

水の流れ

エントランス

大池

カキツバタ園

都市計画道路
3・4・11号

滑り台



谷のロビー：活動の中心ゾーン

38

1 2 3芹ヶ谷を繋ぐ水

DIAGRAM

水沿いに谷のロビー／回廊を整備 ロビー／回廊に沿ってステージを配置

駐車場

多目的広場

エントランス

エントランス

エントランス

彫刻噴水

もみじ園

町田市立
町田第二小学校

国際版画美術館
(仮称)国際工芸美術館

階段

デッキスロープ
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緑の考え方について

芹ヶ谷が持つ豊かな自然を守り
未来につなぎます。
4つの整備方針
1. 植生の多様化に向けて緑の更新を行います
健全な樹林の環境をつくるために若い樹木の成長を促進させ、遷移の進む里山の樹林環境を更新していきます。

2. 湧水を保護しながらも、触れ合える場とします
敷地に流れる湧水は蛍が生息するなどこの公園を特徴づける大切な資源です。大切に保護するとともに、身近にふれあえ
る場所も確保します。

3. 安心感のある明るい環境づくりを行います
誰もが安心して様々な活動ができる空間をつくるため、緑を大切にしつつ、明るく開けた整備を行います。

4. 自然に親しみ魅力を伝えるための工夫を行います
芹ヶ谷公園に生息する動物や植物のなかには、希少種とされているものも存在します。これらを大切に保護しながら、
多様性のある風景づくりを行うと共に、その魅力を発信できる工夫もしていきます。

第二期整備における緑の整備については上記を全体方針として掲げながら、

３つのエリアに分けて整備・管理方針を設定します 。

谷の自然環境を大切にするエリア

まとまりのある樹林地となっているエリアは、芹ヶ谷公園が本来持つ自然

環境を保全するエリアとします。良好な自然環境維持のために、樹木の剪

定・伐採も含め、適切な管理を行なっていきます。

人の居場所を大切にするエリア

谷底は人々の活動を支える場として、見通しの確保や居場所の整備のため

に、中低木を中心に樹木の伐採を行います。加えて、人々に緑陰や季節ご

と違った風景を提供できるような植栽を行います。

人と緑の関わりをつくるエリア

斜面地と谷底の境界部や街との接点である園路周りは、谷の自然を楽しみな

がらも、来園者が安全安心に回遊できる動線となるように、地面に光が差し

込むように高木を剪定したり、視線を遮る中低木の伐採を一部行います。

緑の整備ゾーニング
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至　町田

至　新宿

小
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エントランス
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動線の考え方について

公園の入り口と園内の施設同士をつなぐ、
豊かな緑とアート&カルチャーを楽しみながら、
だれもが利用しやすい回遊動線を生み出します。
5 ヶ所のエントランスを結ぶバリアフリー動線を設けることで、公園全体の回遊性を高めます。また、駅前からの主動線

となるエントランスには、新たにバリアフリー対応のデッキスロープを設けることで、まちとのつながりを強化します。

バリアフリー動線

歩行者動線

新設デッキスロープ

このデッキスロープを設置すること
で、このエリアのバリアフリー動線
を生み出すと共に、カンバンステー
ジ ( 遊具広場 ) への視点場を生み出
します。



都市計画道路
3・4・11号

エントランス

エントランス

エントランス

エントランス
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N

このデッキスロープを設置すること
で、もみじ園への視点場を作り出し
ます。また、新しく計画される工芸
館へのバリアフリー動線となります。

1 期デッキスロープ
第一期整備エリアと谷のロビーは、
バリアフリー動線であるデッキスロ
ープでつながっています。

滑り台

駐車場予定地

階段

デッキスロープ



国際版画美術館
MUSEUM OF GRAPHIC ARTS

国際工芸美術館
MUSEUM OF CRAFTS

せりがや会館口
SERIGAYA KAIKAN ENT.

文学館口
BUNGAKUKAN ENT.

冒険遊び場
ADVENTURE PLAY GROUND
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・texttexttexttexttexttexttext

町田市芹ヶ谷公園
MACHIDA CITY SERIGAYA PARK

町田市立国際版画美術館
MACHIDA CITY MUSEUM OF GRAPHIC ARTS

町田市立国際工芸美術館
MACHIDA CITY MUSEUM OF CRAFTS

この先車両の
通行できません
NO VEHICLE TRAFFIC

公
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美術館 公園情報 誘導系 学習系
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動線の考え方について

芹ヶ谷公園内に設置するサインは「芹ヶ谷インデックス」をコンセプトに、施設案内や誘導など来園者が公園を利

用する上でのサポート機能や、公園内で行われる様々なイベントやプログラムを紹介する情報提供機能、さらには

芹ヶ谷公園の様々な動植物を紹介する図鑑機能を備えたサインを統一されたデザインで公園内全体に展開し、芹ヶ

谷公園で行われる様々な人々の活動を支えます。

芹ヶ谷公園の全てを案内する
「芹ヶ谷インデックス」

サインのデザインを統一し、種類を制限することでよりわかりやすいサイン計画を行います。

それぞれのサインにはインデックスタグが取り付けられ、
情報をわかりやすく分類し、利用者を必要な情報に誘導します。

エントランスなど、人々の目につきやすいところには、

情報をしっかりと掲示して訪れた人々にパークミュー

ジアム全体を楽しんでもらえるような計画とします。

掲示内容の例：公園情報（園内の
イベントや季節の見どころなど）
、美術館情報（展示会やイベント
のお知らせなど）

▶サインの考え方について
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園内の特性に合わせた光による
空間づくり
谷のロビー、谷の回廊それぞれのエリアごとのコンセプトを踏まえ、落ち着いた雰囲気のある夜間景観の醸成を

行います。また、ステージ等にも照明を配置し夜間イベントにも対応することによって、園内の魅力的な空間演

出を行います。

谷のロビーのベース照明となる、

ポール照明

谷の回廊を灯すガーデンライト。回廊は全体

的に夜間照度を押さえて、足元のあかりは保

ちつつ自然環境に配慮した計画とします。

各ステージに設置されるスポットライト照明。

必要な時だけ点灯できるようになります。

▶照明の考え方について





§４
パークミュージアム全体の整備計画



活動の中心ゾーン「谷のロビー」について

多様なステージが集う活動の中心ゾーン
「谷のロビー」

さわやかみどりエリア
(第１期整備区域)

国際版画美術館

(仮称)国際工芸美術館

エントランス

アートステージ
もみじ園

谷のロビー
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谷のロビーは様々なアクティビティが共存するにぎやかな空間です。美術エリアなどの "エリア " と、様々なかたちの
"ステージ " が面する活動的な空間構成です。谷のロビーと周辺エリアとの連続性が重要であり、ステージの整備とあ
わせてロビーを分断する段差やスロープや生け垣などを見直しながら面的な広がりを創出します。

せりがや冒険遊び場エリア

タイケンステージ

エントランス 48
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足を伸ばして
のんびりできる芝生の広場
「シバフステージ」

音楽や演劇など
表現の場となるステージ
「シアターステージ」

新たなくつろげる空間
「タニステージ」

森の中に佇む
安らぎの空間

「モリステージ」

子ども達に人気の彫刻噴水と
木陰の見守り空間

「フンスイ&コカゲステージ」

桜の下でお茶をしたり
おしゃべりしたり…

「エンガワステージ」

デッキスロープ

さわやかみどりエリア
(第１期整備区域)

「谷のロビー」全体配置図

せりがや冒険遊び場
エリア

都市計画道路
3・4・11号
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水の流れに寄り添う
安らぎの空間

「セセラギステージ」

美術館前は創作が楽しめる
屋外の工房へ

「アトリエステージ」

彫刻噴水へ繋がる
象徴的な階段広場

「ダンダンステージ」

美術館入口では
緑がお出迎え

「ガーデンステージ」

もみじ園

国際版画美術館

施設

（仮称）国際工芸美術館

美術エリア

既存トイレを改修し、芹ヶ谷公
園のアメニティ(快適性)を高め
る機能を強化します。

「タイケンステージ」

ステージ

エリア

【凡例】



工芸美術館からセセラギステージを臨む。
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美術館を拠点としたアート＆カルチャーの発信地
国際版画美術館周辺には、エントランス空間となる「ガーデンステージ」、イベント開催を想定して新たに舗装された広場
空間「アトリエステージ」、水路を中心とした「セセラギステージ」という3 つのステージを整備します。ガーデンステージは、
多くの人々を迎え入れるための空間として、サインや滞留スペース、そして緑のガーデンを整備します。「アトリエステージ」
は、ワークショップをはじめとした体験型のアートイベントなどが開催できる設えを持ったイベント広場となります。「セ
セラギステージ」は、水遊びする子どもを見守るためのベンチ、スペースを整備します。

アトリエステージ。新たに舗装され、
様々なイベントが開催可能な
場となります。

版画美術館

国際工芸美術館

セセラギステージは、ベンチなど
滞留スペースが新たに設けられ、
見守りスペースが生まれます。

版画美術館、工芸美術館、アトリ
エステージが連動することでアー
トイベントなど、美術エリアらし
いプログラムが可能となります。

アトリエステージは、新たに舗装
し、様々なイベントが開催できる
場となります。

国際版画美術館周辺



芹ヶ谷公園のエントランス。芹ヶ谷インデックスサインと滞留スペース（屋根付き）
を計画し、人々を迎え入れます。
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エントランスには、シェルターが
ついた滞留空間および芹ヶ谷イン
デックスサインを計画します。

美術館へ向かう園路は、ガーデン
として再整備され訪れる人々を迎
え入れます。



多目的広場から「シバフステージ」ごしに噴水アートをみる。シバフステージに
はサクラなど樹木が植えられます。
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噴水周りの樹木など、視界を遮ってい
るものを廃し、美術エリアから多目的
広場まで視線の抜けをつくります。

大人気の噴水アートと周辺に生まれるステージ
谷のロビー中心部にある大人気の彫刻噴水周辺では、美術エリアと多目的広場側の見通しをよくするため、視界を遮って
いる植栽を減らし、ロビー全体の一体感を作り出します。また、噴水を中心にその周辺には、高低差を生かした階段広場「ダ
ンダンステージ」や、噴水で遊ぶ子どもたちを見守る「コカゲステージ」、足を伸ばしてのんびりできる「シバフステージ」
を整備します。ゆっくりと寛げる日常的な「居場所」を整え、様々なアクティビティの展開や、多目的広場で行われるイ
ベントなどと連動した活用を行います。

芝生のエリアを広げることで、
噴水広場と多目的広場をつなぐ、
多様な活用が生まれるステージと
なります。

寄贈されたサクラは、
シバフステージに植樹します。

噴水で遊ぶ子ども達を見守る
木陰ステージ。

噴水は、噴水と池はそのままに
周辺の舗装を新たにやりかえ、
リニューアルします。

彫刻噴水周辺



ダンダンステージから噴水アートを見る。
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植栽で分断されていたこのゾーン
は、段状の広場として再整備し、
谷のロビー全体をつなぎます。

既存のトイレをリノベーションし、
芹ヶ谷公園でのアクティビティを快
適にする拠点として新たに生まれ変
わる予定です。
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芹ヶ谷公園らしい活動が行われるアクティブなエリア
流鏑馬やさくらまつりの舞台となる多目的広場は、芹ヶ谷公園らしい地形の特徴を生かしたアクティブなプログラムが展
開される広場になります。「エンガワステージ」は、普段は憩いの空間として、サクラの見頃の時は花見の舞台として活
用されます。「シアターステージ」は、谷を背景に音楽やダンスなどが行えるような、この場所ならではの舞台空間を創
出します。「タニステージ」は滞留空間としてだけでなく、自然観察など様々なワークショップが開催される場所となり
ます。谷を形成する森の中にも森林浴など芹ヶ谷の自然を堪能できる「モリステージ」を整備します。

多目的広場

森の中に設置されるモリステージ
は、森林浴や野鳥観察、星空観察
などに使われます。

ライブやパフォーマンスが行われるシ
アターステージ。多目的広場と一体的
に活用することも可能です。

多様なイベントで活用されている
多目的広場に隣接するようにステ
ージを計画します。

サクラの足元に設置されるエンガ
ワステージは、花見の舞台となる
とともにサクラの根を保護する役
割も担います。

谷地形のくぼみに設置されるタニ
ステージは、自然観察やワークシ
ョップの舞台となります。

多目的広場周辺



56

花見の舞台にもなるエンガワステージ。

多目的広場を眺める場ともなります。

シアターステージ。ライブやダンスな

どの舞台となります。

タニステージ。階段状に作られたステ

ージは、自然観察やワークショップな

どのプログラムが開催可能です。



美術エリアについて

“パークミュージアム”は、通常の博物館や美術館のように展示されているものを鑑賞するだけでなく、町田の多様な文化芸術の活
動や公園の豊かな自然を体験しながら学び楽しむことができる新しい体験型の公園を意味しています。
特徴的な谷戸地形や緑、湧水など、芹ヶ谷公園の恵まれた自然を感じながら、誰もが多様なアート活動に五感を通じて触れられ
る“ここならでは”の体験を提供します。
芹ヶ谷公園との一体的な整備にあたり、美術館の整備においても、町田らしい多様なアート・カルチャーを体現する魅力的な企
画やイベントが、美術館に留まらず、緑あふれる公園の空間やまちなかと一体となって展開されている“パークミュージアム”なら
ではの、みんなに親しまれ愛され続ける美術館を目指します。

(仮称)国際工芸美術館

国際版画美術館

エレベーター

せせらぎ
テラス

もみじ
テラス

タイケンステージ

谷のロビー

もみじ園

アートステージ

ブリッジ

公園と連続し、パークミュージアムへと
美術活動を展開する拠点「美術エリア」を整備します
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2つの美術館の
新たな導入空間



芹ヶ谷公園で見つけた谷地形の冒険的な体験や魅力を、美術館に限らず、公園内に点在するステージのデザインに
取り入れ、美術エリア全体に「冒険的回遊性」を生み出します。文化芸術・自然との出会い方を演出することで、芹ヶ
谷公園を訪れる人たちが日常の生活の中で多様な文化芸術に触れられる接点を増やします。

►文化芸術・自然との出会い方を演出する「冒険的回遊性」

先を想像しながら、曲がりくねった園路を登る。
歩いていて楽しい森の中の道。

園路を登っていると、もみじ園や広場を
高い位置から望む風景と出会う。

トンネルを抜けると、視界が開け、
また違った風景が広がっている。

谷の奥の方へ行くと、そこには
子ども達の遊び場空間が潜んでいる。

②もみじテラスからもみじ園を望む
もみじ園を上から見下ろす新たなビュースポットと
なります。

►芹ヶ谷公園の「冒険的回遊性」を活かした散策動線

③(仮称)国際工芸美術館ロビーを見下ろす
園路の途中にロビーを見下ろすことのできるスポットをいく
つか設けることで、日常の中に美術との出会いを作ります。
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①既存の園路からもみじテラスに渡る
新たに整備する(仮称)国際工芸美術館の屋上テラスは 、
既存の園路と接続された新たな園路となります。

④せせらぎテラスから谷のロビーへと繋がる
森の中を歩く空中スロープと繋がるせせらぎテラスでは 、
谷のロビーを眺める場所となります。



►谷のロビーを中心とした美術エリアの形成

美術エリアには、パークミュージアムに美術活動が展開していく場として、(仮称)国際工芸美術館の整備とあわせて新た
に「アートステージ」や「タイケンステージ」など、美術活動をより身近に感じられる場や、多様な創作活動が行える場
を整備します。

美術館と公園の一体的な整備について
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芹ヶ谷公園

(仮称)
国際工芸美術館

国際
版画美術館

アートステージ

タイケンステージ

散歩で息抜きする人

版画の展示が
好きな人

工芸の展示が好きな人

身近にアートを楽しむ人

創作活動を
楽しむ人

2つの美術館と公園の活動や空間の繋がりを生む新たなステージの整備により、より多くのひとが集い、多様な文化芸術
に親しむ場と機会を提供します。

国際版画美術館

（仮称）国際工芸美術館

EV棟 アートステージ

タイケンステージ

谷のロビー

もみじ園



►地形を活かした断面計画

美術館を介した新たな動線が公園内の高低差を解消し、まちなかとの回遊性創出に寄与します。また、収蔵庫やバックヤードを集約す
ることで、機能的で合理的な計画とすることができます。そして高低差によって公園から連続してアプローチすることができる展示室の
屋上空間を、公園を楽しむ新たな園路として再構築することで、動線的にも公園と一体となった計画となります。

工美3F搬出入フロア

工美2F/屋上園路フロア

工美1F展示室フロア

版美2F展示室フロア

版美1Fアートステージ/谷のロビーフロア

トラックヤード 荷解

収蔵庫

収蔵庫

EV

展示ロビー ブリッジ

屋上園路

版画美術館展示室

アートステージ
外ホワイエ

搬入路 ブリッジ EV棟 国際版画美術館 谷のロビー(仮称)国際工芸美術館

谷の上からの搬入経路 版画と工芸の一体的な鑑賞動線公園の高低差解消動線

エレベーター
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エレベーター棟

►美術館における様々な機能を公園内に再配置します

新しく整備する美術館の
中だけにとどまらず、

公園全体に体験・活動が展開

大きなボリューム
の美術館

収蔵機能
教育普及
機能

サービス
機能

付加価値
機能等

全ての機能を
１つの建物内に整備

展示機能

収蔵機能

工房等の
体験や教育普及

機能

付加価値
機能等展示機能

(仮称)国際工芸美術館町田市立国際版画美術館

美術エリア

タイケンステージ

アートステージ

収蔵機能

展示機能

サービス
機能

２つの美術館で
共有する機能

２つの美術館の
エントランス機能

パークミュージア
ムの拠点機能

美術館のコアとなる機能(展示・収蔵等)を中心とした
コンパクトな(仮称)国際工芸美術館を整備する一方で
各種のサービス機能や工房等の体験や教育普及機能に
ついては公園全体の施設や機能と一体的に捉え、効果
的・効率的な機能の再配置を行い、新たに美術エリア
を形成します。
公園内に展開された機能はパークミュージアムの体験
・活動ステージとなり、公園に求められる機能を充足
するとともに、公園を訪れる多様な人々が気軽に文化
芸術に触れられる場になります。

パークミュージアムにおける
美術エリアの考え方

これまでの考え方



アートステージ

美術館
エントランス

執務スペース

講堂

国際版画美術館と連続する適切な位置に
公園の谷地形に沿った配置を計画します。
バリアフリールートとなるエレベータと
ともに、ランドスケープと一体となった
回遊性を持つ美術館となります。

ランドスケープと
一体となった美術館

創作と対話を目的とする"こと"のための
アートセンター機能を担う「アートステ
ージ」を、新たに現在の国際版画美術館
内に計画します。様々な人々が多様な方
法で美術館に参加することができる新た
な美術館のあり方を検討していきます。

展示機能と収蔵機能を中心としたコンパ
クトな美術館を計画することで、建築面
積を最小限にする計画です。サービス機
能や体験機能、教育普及機能は公園全体
で効果的・効率的に機能配置します。

統合・拡張された
美術館

国際版画美術館、(仮称)国際工芸美術館
を一体的に統合・拡張整備するとともに
芹ヶ谷公園とも連続し一体感を感じるこ
とができるように計画することで、パー
クミュージアムにおける美術体験の拠点
となります。

コンパクトな美術館

ひらかれた美術館

国際版画美術館と(仮称)国際工芸美術館の一体的な整備について
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►国際版画美術館と
　(仮称)国際工芸美術館の
　一体的な整備計画について

►(仮称)国際工芸美術館の
　整備計画について

►国際版画美術館と（仮称）国際工芸美術館の
一体的な執務スペースの整備計画について
国際版画美術館・（仮称）国際工芸美術館のスタッフ執務スペースを
国際版画美術館の既存バックヤードに一体的に整備することで 、両美
術館の執務スペースの効率化を図り、スタッフの業務連携やコミュニ
ケーションの円滑化を促します。
パークミュージアムにおいて、一体整備後の美術館では、アートステ
ージの企画や谷のロビーのイベントなど、分野を超えた様々な人々と
の協働の機会が増えることが想定されます。
執務スペースはスタッフの働きやすい環境を整え 、異なる職種のスタ
ッフ間にもコミュニケーションが生まれ、これからの美術館の運営企
画を積極的に考えられるようなスペースとして計画していきます。



展示室１

展示室２

展示室３

エレベーター棟

収蔵庫棟

ブリッジ
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展覧会準備や打合せに利用できる
プロジェクトルームの設置

両美術館スタッフによる執務スペース
の共有化に対して、今までの使い勝手の
良さを残しながら、適切なゾーニング、
動線計画を行います。既存間仕切りを一
部撤去し、必要スペースの拡充を図る
と同時に、学芸員ゾーンではデスクま
わりの資料スペース等にも配慮した計
画とします。

執務スペースのエリアに、複数の独立した
「プロジェクトルーム」を設置します。学
芸員が展覧会の企画打合せ～準備作業など
の集中した執務を行えるなど、より充実し
た展示をプロデュースするための拠点とな
ります。部屋の中の様子が見える設えとす
ることで、他のスタッフにもリアルタイム
で状況が共有できます。

ゾーニングと動線の整理による
使いやすい執務スペースの確保

美術館の運営には様々なスタッフが関与
しますが、これからの美術館にとって、
異なる職種間のスタッフ同士のコミュニ
ケーションや協働は、より重要となりま
す。日常業務の中でのちょっとした打合
せが可能なスペースや、コミュニケーシ
ョンを促す休憩スペース等も執務スペー
スのエリア内に分散して計画します。

スタッフ間のコミュニケーション
促進やアメニティーへの配慮



展示室１/工芸品

展示室２/工芸品

展示室３/工芸品

（仮称）国際工芸美術館の整備について

隣接する国際版画美術館や、樹木の緑と馴染むよう、グレー系のモノトーンの色彩を採用し、建築が主張
しすぎず、将来的に再度森が育った際に、周囲と調和する建築を目指します。収蔵庫棟は、森の中で経年
変化に対しても、汚れの目立たない色とし、耐久性・耐候性のある素材とします。展示室棟では、コンク
リートでありながら、木目の柔らかい表情を与える外壁素材を採用します。

►国際版画美術館と親和性を持つファサードデザイン

A.谷のロビーから両美術館を見る

►様々なスタ►公園の環境と調和した外壁素材の選定

C.鳥瞰
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国際版画美術館

(仮称)国際工芸美術館

バックヤード

搬出入

B

国際版画美術館

バックヤード

展示室１

展示室２

展示室３

ロビー

ブリッジ

エレベーター

国際版画美術館

(仮称)国際工芸美術館

1階：展示フロア・ロビー(+バックヤード)
A

C

国際版画美術館

(仮称)国際工芸美術館

バックヤード

ブリッジ

エレベーターもみじテラス

せせらぎテラス
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日常的な親しみのある展示空間
とします。自然光を採り込み、
芹ヶ谷公園を臨む窓を設置する
ことで、周囲の場所性を展示室
内に取り込みます。展示台や独
立ケースを使用します。

品の生活における利用を想定した日常的な展示

品の色や形などの正確な展示
展示ケース内で工芸品を正確に見
せつつ、展示室全体では華やかな
展示空間とします。壁面に展示ケ
ースを常設することで、展示替え
が容易な安定した展示環境を確保
します。

品の特徴を際立たせる演出的な展示
工芸品に集中させる緊張感を持っ
た展示空間とします。ライティン
グを行う演出的な展示に対応し、
工芸品を際立たせる背景となるニ
ュートラルな展示室です。主に可
動式の独立ケースを使用します。

2階：屋上テラス(+バックヤード)

　３階：搬出入・バックヤード
展示室棟と収蔵庫棟で異なる外壁素材を用い、周囲の
環境と合ったスケール感とすることを考えます。展示室
棟は、国際版画美術館の雁行する形状に沿って、建物
ボリュームを分節し、公園の中でオーバースケールとな
らないように配慮します。3層の収蔵庫棟は、用いる素
材の単位大きさやモジュールは十分検討し、色味にムラ
を出したり、貼り方に変化を持たせることで、圧迫感
を与えない印象となる外壁素材を検討します。

B.マイスカイホール周辺から見る

イルの展示に対応するフレキシブルで多様な展示室



アートステージの整備について

〈鑑賞動線イメージ〉

② ①

③

④

②

①

③

④

►搬出入フロア

►屋上テラスフロア

►（仮称）国際工芸美術館展示フロア

►国際版画美術館展示フロア
►谷のロビー、アートステージフロア

エレベーター棟

（仮称）国際工芸美術館

谷のロビー

接続ブリッジ
国際版画美術館

版画の展示を見たら…

公園を通って美術館へ

アートステージで
待合せ！

そのまま工芸の展示も
楽しめる！

(着床階)

(着床階)

(着床階)

(着床階)

►アートステージの空間構成イメージ
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►国際版画美術館と(仮称)国際工芸美術館の共有エントランスと鑑賞動線について
谷のロビーに面した現在の国際版画美術館のエントランスとともに、アートステージが両館共通のメインエントランスとなります。
(仮称)国際工芸美術館は、国際版画美術館とブリッジにより繋がっており、版画と工芸品の両方の展示エリアをシームレスに移動し
て楽しむことができます。

日常的な集団活動のための場

多様な表現のための場

居心地の良い滞在のための場

アートステージとしての改修範囲

国際版画美術館の１階の一部を改修し、アートステージを整備します。



新たに整備する「アートステージ」は、美術館の新たな顔となる導入空間です。これまでの美術館は、美術品を収集・保存・
調査研究・普及・展示する役割を担ってきました。これからの美術館には、それらに加えて、「創作」と「対話」という役
割がより求められています。今回の新たな美術館整備においても、「もの」の鑑賞を軸においた展示フロアに加えて、
「こと」のための空間・場として「アートステージ」を新設し、子どもを含めたあらゆる人たちに参加・体験を提供します。
また、国際版画美術館内にあった版画工房や飲食機能等はタイケンステージ内に移ります。

►これからの美術館に求められる役割を担う「アートステージ」
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①サードプレイスとしての役割 ②アートセンターとしての役割 ③現代の美術表現に対応する役割

美術には社会包摂的な働きがあります。創造
的なコミュニティのための居場所となる、
サードプレイスとしての役割を担います。

参加型アートやパフォーマンス・アート、
インタラクティブ・アートなど、現代の美
術表現に対応する展示空間としての役割を
担います。

アート(美術)を媒介として、人々や美術品
が集まる場となる、アートセンターとして
の役割を担います。

►アートステージの諸室構成

日常的な集団活動のための場

多様な表現のための場

居心地の良い滞在のための場

●スタジオ

●パークミュージアムラボ

●ルーム

●ホワイエ（内ホワイエ、外ホワイエ）

●ショップ
●授乳室・親子コーナー

サードプレイスとして、展覧会を目的とした市民だけでなく、あらゆる市
民を包摂する、ホワイエのような場を計画します。活動や展示を行うことも
できるフレキシブルな空間で、市民の居場所となります。

多様化する美術表現に対応する新たな展示室として 、「こと」としての美術が
展示できる舞台のような場を計画します。
さまざまな機能を持った天井を持つアートステージの中心的な空間とします 。

●インフォカウンター
パークミュージアムの情報提供の場として、美術館や各ステージの活動の情報
などを入手できるカウンターを配置します。

アートステージとしての改修範囲

スタジオに対する控室（楽屋）の役割とし 、美術館におけるゲストの居場所を
つくります。機密性のある少人数の会議室としても使用可能です。

パークミュージアムを担う人々の拠点として、部室のような場を計画します。
ミーティング・作業・レクチャーなどを実施可能で 、普段は活動の様子が見え
必要な場合には建具で仕切ることができます。
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外部空間を建物と一体的に活用することで
活動の幅が広がるだけでなく、
賑わいが生まれる

公園入口に開けることで、
工房の活動などが見える

美術館やアートステージと連携し、
アート体験の幅を広げる

乳幼児連れの家族も、
遊んだ後に寛ぐことができる

アートステージとは異なり、
タイケンステージでは
気軽な体験から創作まで
誰でも活動ができる

セセラギステージ

ガーデンステージ

エントランス

アートステージ

国際版画美術館

タイケンステージ 

(仮称)国際工芸美術館

タイケンステージの整備について

パークミュージアムにおいて、創作を通じて美術や文化を体験できる場所

▶タイケンステージコンセプト

▶タイケンステージについて

▶タイケンステージ配置イメージ

工房機能を中心としながら、美術エリアにおける創作や体験を担う拠点として、多様な世代の人々が文化に触れ合うことが

できる様々な活動を提供していきます。ここでは多様な体験を通じて自然溢れる公園や美術館での活動へ誘い、パークミュー

ジアムと出会うきっかけを生み出していきます。

公園に対し開かれた創作体験の拠点。より多くのこどもや市民に実際にアートと触れ合う機会を創出する場所として、版画

工房に加えガラスや陶芸の制作できる体験工房を設けます。またパークミュージアムの運営管理事務所機能と一体として整

備することで、パークミュージアムと連携したイベントや展示企画を積極的に行うことを目指します。併せてオープンスペー

スを併設させた飲食機能を設け、利用者・来園者のコミュニティ形成を行う場所としての役割を担います。
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パークミュージアム全体と連動しながらアートに触れる機会を作り出し、
多様な人々の興味・関心を育むことで町田の文化を醸成していく

▶タイケンステージと他施設の連携イメージ

▶タイケンステージの機能と役割

地域の工房
学校 等

想定用途：版画制作 /陶芸体験 /ガラス体験 等工房機能

想定用途：パークミュージアムラボ事務所 /倉庫 等マネジメント機能

●- パークミュージアムの運営拠点

●- より多くの人たちが安心して過ごすための行き届いた公園管理

●- パークミュージアムの活動への入り口となる情報発信の場

想定用途：カフェ /オープンテラス 等サービス機能

●- オープンなスペースがある多様な世代が集うカフェ

●- 公園内他施設と連携し、公園滞在の時間を豊かにする飲食提供

●- 展覧会やワークショップ企画との連携を行う、活気あふれる場所

●- 市民が創作を楽しみ、芸術に触れる機会を提供

●- 子どもの体験プログラムの充実

●- パークミュージアムの中のものづくりを通した交流拠点としての工房

連携

公園に来た人が気軽にアートを
体験するキッカケを発信・提供

公園で過ごす時間を充実させる
テイクアウト可能な飲食機能

タイケン
ステージ

美術館

実際につくる、触れる体験を通して

アートへの興味や学習意欲に答える

鑑賞体験から実際の創作活動へ繋げ、

よりアートへの興味関心を広げる

公園

美術エリア他施設と連動した、
作品展示企画やワークショップ
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芹ヶ谷らしい谷と水の環境を楽しむ散歩道
谷の回廊は個性ある小さい空間が園路沿いに展開している静かで落ち着いた空間です。
小田急線側のエントランスを起点に、園路を中心にしながら水の流れとも呼応するような動線の引き直しを行っ
ていく事で、園内を気持ちよく回遊できるように整備していきます。また、谷地形が生む豊かな自然を活かしな
がら滞留空間を整えるとともに、芹ヶ谷公園ならではの新たなアクティビティも引き出す空間づくりを行います。

カキツバタ園

水の流れを聴きながら寛ぐ
「スイケイステージ」

電車の走る風景を楽しむ
「カンバンステージ」

(遊具広場)

地形を生かした森の劇場
「ゲキジョウステージ」

小
田
急
線

至　町田

至　新宿

「谷の回廊」全体配置図

デッキスロープ
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大池

大池の風景を望む
「オオイケステージ」

都市計画道路
3・4・11号

さわやかみどりエリア
(第１期整備区域)

施設

ステージ

【凡例】



スイケイステージ

71

芝生広場と水の流れ、ゆったりとした散歩道

オオイケステージ

芝生広場

新たに整備する回遊路を散歩しながら、水辺の生物の観察や、あずまやで休憩、芝生でピクニックができるなど、
訪れた人それぞれが思い思いの時間を過ごすことのできる居心地の良い空間を創出します。

ゆったりとした芝生広場。
散歩の合間に休んだり、ピクニッ
クをしたりと谷の回廊の滞留空間
となります。

回遊路を一部見直し、より自然と親
しめるようなルートを計画します。

スイケイステージに設けられた
あずまや。池を囲むように計画
され散歩の休憩場所となります。

オオイケステージ＆スイケイステージ周辺



大池に面したあずまや。谷に囲まれゆっくりした時間が流れる散歩道。
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大池を眺めるあずまやを
新調します。



73

小田急線

子どもの遊び場と電車から見える芹ヶ谷公園
小田急線線路に近いエリアは、今回の整備で大きく変わるエリアの一つです。エントランスからのユニバーサル動線、
アイキャッチとなる新たな看板（サイン）、子どもの遊び場など、エリアの活性化につながる整備を行います。特にカ
ンバンステージ (遊具広場 )では、「電車に乗っている人から見える芹ヶ谷公園」という視点に着目し、緑の豊かさと「パ
ークミュージアム」の雰囲気が伝わる整備を行います。

ゲキジョウステージは、地形を活
かしながら滞留や様々な活動のた
めの空間を設えます。

カキツバタ園は、園を回遊する道の
再整備を行い、水生植物の生息場所
として再度リニューアルします。

斜面に所々設けられた平場に設置
されたベンチなど休憩場所を更新
します。

公園の入り口として、サインや動
線の再整備を行います。

ユニバーサル動線を新設し、より
通行しやすい道で街とつながるこ
とを目指します。

カンバンステージ(遊具広場)では、子ども
たちの遊び場と、新しい芹ヶ谷公園を象
徴するアイキャッチなカンバンを整備す
ることで、電車から公園を目にした人が
行ってみたくなるような、楽しい空間、
楽しい風景を作ります。

小田急線線路周辺
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カンバンステージ ( 遊具広場 ) は、小田急線からの視点を考慮して、芹ヶ谷公園の PR につ

ながるあり方を検討しています。

ユニバーサル動線のスロープを設けることで、街とのつながりを強化します。





§５
実現にむけたロードマップ



6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

2020年度

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2019年度

実現にむけたロードマップ

公園活用アイデア抽出

　　　　　　　　　9/29
　　　　　町田を面白がる会
芹ヶ谷公園の未来を考える編

10/10
公園の未来を面白がる会

　　　　　　　　11/4
　　　　　　　　　町田を面白がる会
芹ヶ谷公園の新たな使い方を考える編

公園活用プロジェクト(第１期)

Made in Serigaya
スタート

リサーチ
【芹ヶ谷公園第二期整備】

基本設計

基本設計要件整理
【(仮称)国際工芸美術館新築工事】

基本設計
実施設計

【Made in Serigayaの取り組み】

芹ヶ谷公園"芸術の杜"プロジェクト
パークミュージアム CONCEPT BOOK 芹ヶ谷公園"芸術の杜"プロジェクト

DESIGN BOOK
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【(仮称)国際工芸美術館・国際版画美術館一体化工事】

基本設計

【タイケンステージ】
基本計画

　　　　　1/26
パークミュージアムラボ#0
／まだ見たことのない光・幻想公園

　　2/22
パークミュージアムラボ#1

4/28
パークミュージアムラボ特別編

6/19
パークミュージアムラボ#2

8/7
パークミュージアムラボ3

Made in Serigaya
アジト 活動開始 8/2

小さな公園活用実験

アイデアを集める 仕組みを考える
/仲間を集める 試しに色々やってみる(実証実験)

Made in Serigayaの立ち上げ　公園活用実証実験【企画・設計・準備期間】

11/14,15
Future Park Lab



2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

公園活用プロジェクト(第２期)

反映

実施設計
工事期間

2025年度
(仮称)国際工芸美術館
オープン

2029年度
芹ヶ谷公園

第二期整備オープン

継続的に実証実験として活動を展開しながら
活動やコミュニティを育て拡げていく

工事期間
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実施設計

2027年度
国際版画美術館

リニューアルオープン

工事期間

2025年度
体験工房オープン

活動を拡げる／続ける

基本・実施設計
工事期間

公園活用プロジェクト(第３期～)

都市計画道路3・４・11号線整備工事
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